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NO １６４号
発行責任者
須藤清成

建交労鉄道

岩手地本

第

９

４

回

メ

ー

デ

ー

ス

ロ

ー

ガ

ン

（

案

）

働

く

者

の

団

結

で

生

活

と

権

利

を

守

り

、

平

和

と

民

主

主

義

、

中

立

の

日

本

を

め

ざ

そ

う

お
知
ら
せ

第

94

回

メ

ー

デ

ー

岩

手

県

中

央

集

会

日

時

５

月

１

日

午

前

８

時

45

分

集

合

９

時

開

会

、

10

時

閉

会

（

デ

モ

行

進

へ

）

会

場

岩

手

公

園

広

場

（

雨

天

決

行

）

５
・
３

憲
法
集
会in

岩
手

日

時

５

月

３

日

午

前

10
時

30
分

～
12
時

会

場

岩
手
教
育
会
館

２
階
多
目
的
ホ
ー
ル

講

師

吉
田
瑞
彦
弁
護
士

記
念
講
演

「
憲
法
が
が
持
つ
力
」

ゴ
ミ
処
理
問
題
を
考
え
る
フ
ォ
ラ
ム

日

時

５

月

14

日

13
時

30
分

～
16
時
30
分

会

場

中
央
公
民
館
大
講
堂

講

師

岩
佐

恵
美
さ
ん

（
環
境
・
資
源
、
無
廃
棄
物
問
題
研
究
家
）

記
念
講
演

「
ゴ
ミ
処
理
問
題
を
考
え
る
」

東
日
本
大
震
災
と
、

東
京
電
力
福
島
第
一
原

子
力
発
電
所
の
事
故
の

発
生
か
ら
12
年
で
す
。

関
連
死
を
含
む
死
者
・

行
方
不
明
者
は
２
２
１

２
人
。

避
難
者
は
今

も
約
３
万
1
千
人
に
の

ぼ
り
ま
す
。

岩
手
・
宮
城
・
福
島

の
沿
岸
部
な
ど
で
は
人

口
の
減
少
が
深
刻
に
な

る
中
、
若
い
世
代
の
定

着
の
た
め
に
地
域
の
に

ぎ
わ
い
を
ど
う
取
り
戻

す
か
が
、
大
き
な
課
題
。

意
見
公
募

原
発
の
建
て
替
え
や

60
年
超
運
転
な
ど
の
原

発
推
進
策
を
盛
り
込
ん

だ
政
府
の
基
本
方
針
は
、

意
見
公
募
（
パ
ブ
リ
ッ

ク
コ
メ
ン
ト
）
に
４
０

０
０
件
近
く
の
意
見
が

寄
せ
ら
れ
、
そ
の
多
く

が
原
発
に
反
対
す
る
声

だ
っ
た
。
し
か
し
、
大

筋
は
変
わ
ら
な
い
ま
ま
、

10
日
に
閣
議
決
定
さ
れ

た
。
岸
田
文
雄
首
相
の

検
討
指
示
か
ら
半
年
足

ら
ず
で
の
原
子
力
政
策

の
大
転
換
は
、
一
貫
し

て
国
民
の
声
に
向
き
合
っ

て
い
な
い
。

原
発
に
否
定
的
な
意

見
に
対
す
る
政
府
の
回

答
は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
危

機
に
よ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー

情
勢
の
変
化
に
よ
っ
て

電
力
の
安
定
供
給
が
危

機
的
な
状
況
だ
と
強
調
。

脱
炭
素
効
果
の
あ
る
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
な

ど
と
と
も
に
、
原
子
力

の
活
用
を
図
る
と
の
説

明
を
繰
り
返
し
た
。

意
見
公
募
終
了
後
、

基
本
方
針
の
大
き
な
修

正
は
、
原
発
関
連
で
は

1
点
の
み
。
福
島
事
故

後
に
政
府
が
想
定
し
て

こ
な
か
っ
た
原
発
の
建

て
替
え
に
つ
い
て
、
対

象
と
な
る
場
所
を
「
廃

炉
が
決
ま
っ
た
原
発
」

か
ら
「
廃
炉
が
決
ま
っ

た
原
発
の
敷
地
内
」
と

詳
し
く
し
た
。

◆
国
民
の
声
聞
か
ず

「
被
災
者
を
ば
か
に

し
て
い
る
」

基
本
方
針
は
経
産
省

の
複
数
の
有
識
者
会
議

で
内
容
を
検
討
。
原
発

に
否
定
的
な
委
員
か
ら

は
国
民
的
な
議
論
を
求

め
る
意
見
が
相
次
い
だ

が
、
方
針
の
決
定
ま
で

に
国
民
の
声
を
聞
く
こ

と
は
な
か
っ
た
。

昨
年
末
に
基
本
方
針

を
決
め
た
後
、
経
産
省

は
1
月
中
旬
か
ら
経
済

産
業
局
な
ど
が
あ
る
全

国
10
都
市
で
説
明
会
を

ス
タ
ー
ト
。
こ
れ
ま
で

に
名
古
屋
市
、
さ
い
た

ま
市
、
大
阪
市
、
仙
台

市
の
4
カ
所
で
開
き
、

3
月
上
旬
ま
で
続
く
。

説
明
会
が
終
わ
ら
な

い
中
で
の
閣
議
決
定
に

対
し
、
原
発
事
故
被
害

者
団
体
連
絡
会
の
武
藤

類
子
共
同
代
表
＝
福
島

県
三
春
町
＝
は
10
日
の

記
者
会
見
で
「
何
の
た

め
の
意
見
交
換
会
な
の

か
理
解
で
き
な
い
。
被

災
地
の
福
島
県
で
は
開

催
せ
ず
、
被
災
者
を
ば

か
に
し
て
い
る
」
と
あ

き
れ
て
見
せ
た
。

◆
「
結
論
あ
り
き
で

強
引
。
政
策
決
定
の

手
法
と
し
て
許
さ
れ

な
い
」

規
制
当
局
に
も
反
対

意
見
が
く
す
ぶ
る
。
基

本
方
針
は
原
発
を
活
用

す
る
前
提
と
し
て
、
原

子
力
規
制
委
員
会
に
よ

る
厳
格
な
審
査
や
規
制

を
掲
げ
る
。
今
月
8
日

の
規
制
委
定
例
会
で
、

原
子
炉
等
規
制
法
（
炉

規
法
）
に
規
定
さ
れ
た

「
原
則
40
年
、
最
長
60

年
」
と
す
る
運
転
期
間

の
定
め
を
経
産
省
所
管

の
法
律
に
移
す
こ
と
に

対
し
、
石
渡
明
委
員
が

「
必
要
性
が
な
い
」
と

反
対
。
新
た
な
規
制
制

度
が
決
定
で
き
る
か
は

不
透
明
に
な
っ
た
。

原
発
ゼ
ロ
Ｎ
Ｏ

１
４
４

「
原
則
40
年
、
最
長
60
年
」
原
発
再
稼
働

～便学のすすめ～ 井上 駿

お尻は二度拭くといい 便、特に大便すな

わちウンチは健康のバロメーター、あなた方は

ウンチを毎回観察している? 今のトイレは実は

ウンチの観察には大変不向きだ。落としたウン

チは水の底に沈んで見ることも難しい。本来な

らば、ウンチの色、硬さ、臭いを十分に観察し

たいのだが、ウォッシュレットのトイレではそ

れが難しい。だから水でお尻を洗う前に一度ト

イレットペーパーでお尻を拭いて、それを目の

前に持ってきて色、硬さ、臭いを観察すると、

自分のウンチの程度がよくわかる、硬さは肛門

での感覚でもわかるけど。そして色は明るく、

黄色に近くほとんど無臭であれば満点に近い。

これで大腸・小腸など消化器の健康診断が素人

でもできる。このような満点に近いウンチを出

すための食事は・・・・スライド ウンチ

玄米食で野菜を沢山 白米はいろいろな栄

養素を含む糠をわざわざ削り落としたもの、玄

米食はその栄養素をそっくり頂くことになる。

慣れない人は不味いとか硬いとかいうがよく噛

めば十分な甘みが出てくる。よく噛むと食欲を

満足させる信号が出て満腹感が満たされ少食で

済む。よく噛むことはあごの運動になり、脳の

血流を活性化する。

野菜はたっぷり、肉は極力減らし、魚も少

なめに 近代栄養学に基づいて「肉も魚も野菜

も食べて」と私たちは教わってきた。しかし、

アジアモンスーン地帯は四季を通じて植物は育

ち動物を殺してまでして食べる必要はなかった。

敗戦後に導入されたアメリカ栄養学は欧米人の

食事を基準にしたものの丸写しで、日本人の本

来の食事の良さを考慮していない。今頃欧米で

和食がもてはやされているのは、飽食で健康を

害している彼らがやっと和食の良さに気が付い

たからだ。

人間が健康に生きて行く為に１７４
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貨
物
会
社
は
２
０
２

３
年
度
の
昇
給
に
つ
い

て
は
、
大
変
厳
し
い
収

支
見
込
み
で
は
あ
る
が

「J
R

貨
物
グ
ル
ー
プ
中

期
経
営
計
画
２
０
２
」

の
最
終
年
度
に
向
け
、

社
員
の
皆
さ
ん
の
奮
起

を
期
待
す
る
と
と
も
に
、

コ
ロ
ナ
禍
へ
の
対
応
や

災
害
対
応
へ
の
取
組
へ

の
ご
苦
労
と
物
価
の
上

昇
傾
向
を
考
慮
し
、
左

記
の
通
り
回
答
す
る
。

１
．
新
賃
金

定
期
昇
給
を
実
施
す

る
と
共
に
２
０
２
３
年

7
月
1
日
現
在
（
昇
給

前
）
の
基
本
給
に
平
均

０
・
35
％
を
乗
じ
た
額

（
平
均
１
０
０
０
円
）

を
加
え
る
。

詳
細
：
昇
給
前
の
基

本
給
＋
（
定
額
７
０
０

円
＋
0.1
％
（
平
均
３
０

０
円
）
）
１
０
０
円
未

満
切
上
げ

シ
ニ
ア
社
員
に
つ
い

て
は
、
定
額
１
０
０
０

円
を
加
え
る
。

２
．
実
施
日

２
０
２
３
年
7
月
1
日

組
合
は
、
安
心
し
て

暮
ら
し
て
い
く
た
め
に

は
、
物
価
上
昇
を
上
回

る
賃
上
げ
が
必
要
で
あ

り
「
再
検
討
し
て
再
回

答
を
求
め
る
」
と
強
く

申
し
入
れ
ま
し
た
。

会
社
は
、
社
員
の
努

力
や
苦
労
は
十
分
理
解

し
て
い
る
が
「
熟
慮
し

た
結
果
の
最
終
回
答
で

あ
る
」
と
譲
ら
な
か
っ

た
。

２
０
２
３
年
７
月
１
日

賃
金

加
算

諸

元

（
推
計
）

１
．
社
員
数

５
，
７
２
０
人

２
．
平
均
年
齢

３
８
．
０
歳

３
．
平
均
勤
続

１
６
．
６
年

４
．
平
均
基
準
内
賃
金

（
１
）
基
本
給

２
５
８
，
６
７
７
円

（
２
）
都
市
手
当

９
，
０
５
５
円

（
３
）
職
務
手
当

１
７
，
７
３
２
円

５
．
昇
給
額
表
に
よ
る

昇
給
額

４
，
０
１
６
円
（
１
．

５
８
％
）

２
０
２
３
年
春
闘
は
、

四
半
世
紀
に
お
よ
ぶ
実
質

賃
金
の
低
下
の
な
か
、
３

年
に
わ
た
る
コ
ロ
ナ
感
染

症
拡
大
と
歴
史
的
な
物
価

高
騰
が
国
民
生
活
に
襲
い

か
か
り
、
大
幅
賃
上
げ
・

底
上
げ
で
生
活
改
善
を
求

め
る
声
が
高
ま
り
、
賃
上

げ
が
な
い
ま
ま
終
わ
れ
な

い
闘
い
が
つ
づ
い
て
い
ま

す
。鉄

道
本
部
の
各
対
応
は
、

年
明
け
か
ら
職
場
内
外
に

「
賃
上
げ
で
生
活
改
善
」

の
風
を
吹
か
せ
る
行
動
を

と
り
く
み
、
統
一
行
動
日

の
２
月
15
日
を
基
準
に
し

て
、
Ｊ
Ｒ
と
関
連
会
社
に

「
３
４
０
０
０
円
以
上
の

賃
上
げ
と
労
働
条
件
改
善

な
ど
を
求
め
る
申
し
入
れ
」

を
行
い
、
交
渉
強
化
を
は

か
り
、
ス
ト
ラ
イ
キ
戦
術

の
確
立
や
全
国
統
一
行
動

の
成
功
に
向
け
て
準
備
を

進
め
て
き
ま
し
た
。

交
渉
に
お
い
て
組
合
は
、

春
闘
ア
ン
ケ
ー
ト
に
寄
せ

ら
れ
た
労
働
者
の
切
実
な

要
求
を
示
し
て
、
「
物
価

高
騰
を
補
う
だ
け
で
な
く
、

生
活
改
善
を
実
感
で
き
る

賃
上
げ
が
な
け
れ
ば
生
産

性
向
上
も
日
本
経
済
の
活

性
化
も
成
し
え
な
い
」
と

主
張

し
た
。

経
営
側

は

「
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
は
人
件

費
総
額
に
影
響
を
及
ぼ
す
」
、

「
経
営
環
境
の
先
行
き
は

不
透
明
」
だ
と
し
て
、
社

会
的
責
務
す
ら
果
た
そ
う

と
し
な
い
態
度
に
終
始
し

た
。今

後
、
春
闘
は
大
企
業

の
低
額
回
答
を
乗
り
越
え
、

ど
れ
だ
け
多
く
の
企
業
に

賃
上
げ
を
広
げ
て
い
く
か

が
焦
点
に
な
り
ま
す
。
鉄

道
本
部
は
、
非
正
規
雇
用

労
働
者
の
賃
金
改
善
・
格

差
是
正
を
求
め
る
要
求
・

課
題
で
共
同
を
広
げ
、
引

き
続
き
春
闘
後
半
戦
に
全

力
を
あ
げ
て
奮
闘
し
ま
す
。

建
交
労
鉄
道
の「
２
０
２
３
年
度
賃
上
げ
要
求
」に
対
し
、

平
均
ベ
ア
額
１
０
０
０
円
の
低
額
回
答
を
行
い
ま
し
た
。

ＪＲ貨物・社員の生活改善には程遠い低額回答
２３春闘：ベア「平均１，０００円（定額７００円＋０．１％）」

建
交
労
鉄
道
は
、
春
闘
ア
ン
ケ
ー
ト
を
も
と
に
社
員
の
生
活
実
態
を
示
し
た
う
え
で
、
「
生
活
必
需

品
を
中
心
と
し
た
物
価
上
昇
が
社
員
の
生
活
を
苦
し
め
て
い
る
。
今
後
に
お
い
て
も
物
価
高
騰
の
波
は

次
か
ら
次
へ
と
押
し
寄
せ
て
く
る
中
で
、
大
幅
な
賃
上
げ
が
不
可
欠
で
あ
る
。
」
と
訴
え
て
き
た
。

こ
れ
ま
で
会
社
は
社
員
の
生
活
よ
り
社
業
を
優
先
す
る
回
答
を
繰
り
返
し
て
き
た
結
果
、
多
く
の
若
年

社
員
が
会
社
を
辞
め
て
い
く
異
常
な
状
況
と
な
っ
て
い
る
。

人
材
の
確
保
・
育
成
に
は
長
期
的
な
目
を
も
っ
て
取
り
組
む
べ
き
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
も
人
へ
の

投
資
は
欠
か
せ
な
い
。
改
め
て
「
人
材
は
コ
ス
ト
で
は
な
く
資
産
だ
」
と
い
う
考
え
に
立
ち
返
る
べ
き

で
あ
る
。
組
合
は
、
社
員
の
生
活
改
善
に
は
程
遠
い
低
額
回
答
で
あ
り
、
納
得
で
き
る
も
の
で
は
な
い
。

２
０
２
３
年
春
闘
に
お
け
る
賃
上
げ
闘
争

全
国
鉄
道
本
部
委
員
長

森

利
春

い
の
旬
蛙
の
独
り
言
45

焚
書
坑
儒
は
古
い
話
、
二
千
余
年
前
の
中
国
、

秦
の
始
皇
帝
は
、
本
を
集
め
て
火
を
つ
け
て
燃
や

し学
者
を
集
め
て
穴
を
掘
っ
て
生
き
埋
め
に
し
た
。

学
者
が
権
力
を
批
判
す
る
と

権
力
は
暴
力
を
ふ
る
い
こ
う
い
う
こ
と
を
す
る

今
の
日
本
で
は

政
府
は
学
術
会
議
を
嫌
い

批
判
的
な
学
者
を
学
術
会
議
か
ら
外
そ
う
と
す
る

学
者
・
研
究
者
の
自
主
的
な
組
織
学
術
会
議

そ
の
役
員
は
彼
ら
の
中
か
ら
自
主
的
に
選
ば
れ
て

当
然

し
か
し
、
政
府
は
「
第
三
者
」
を
入
れ
て

学
術
会
議
を
自
分
た
ち
の
思
い
通
り
に
し
た
い
。

批
判
が
あ
っ
て
こ
そ
発
展
が
あ
る

岸
田
さ
ん
、
焚
書
坑
儒
の
歴
史
に
学
ん
で
よ
。

井
上

駿

３
月
３
日
、
作
家
の

大
江
健
三
郎
さ
ん
が
亡

く
な
っ
た
。
こ
の
ぼ
ん

く
ら
の
頭
に
は
、
大
江

さ
ん
が
何
ら
か
の
場
で

「
思
う
に
希
望
と
は
、

も
と
も
と
あ
る
も
の
と

い
え
ぬ
し
、
な
い
も
の

と
も
い
え
な
い
。
そ
れ

は
、
地
上
の
道
の
よ
う

な
も
の
で
あ
る
。
も
と

も
と
地
上
に
は
道
は
な

い
。
歩
く
人
が
多
く
な

れ
ば
、
そ
れ
が
道
に
な

る
の
だ
」
と
い
う
魯
迅

の
言
葉
を
引
用
し
て
ス

ピ
ー
チ
し
た
こ
と
が
記

憶
に
あ
る
。

そ
の
後
、
加
藤
周
一

さ
ん
ら
と

平
和
憲

法

「
９
条
の
会
」
を
結
成
。

福
島
原
発
事
故
後
に
は

「
さ
よ
な
ら
原
発
１
０

０
万
人
ア
ク
シ
ョ
ン
」

の
呼
び
か
け
人
と
な
っ

た
。

平
和
で
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
社
会
に
す

る
た
め
「
多
く
の
人
が

団
結
し
て
、
そ
の
道
を

固
め
て
い
く
」
活
動
に

力
を
注
い
だ
。

日
本
が
攻
め
ら
れ
て

い
な
い
の
に
他
国
を
攻

撃
。
原
発
回
帰
。
今
、

加
藤
さ
ん
や
大
江
さ
ん

の
願
い
と
は
真
逆
の
こ

と
が
こ
の
国
で
進
め
ら

れ
よ
う
と
し
て
い
る
。

「
希
望
」
を
あ
る
も
の

に
す
る
に
は
「
一
緒
に

歩
く
人
」
を
多
く
す
る

こ
と
だ
。
「
い
つ
か
き

た
道
」
と
な
ら
な
い
よ

う
に
。

山
行
も
け
も
の
道
で

は
な
く
人
の
道
を
進
む

こ
と
が
基
本
だ
。

つ
ぶ
や
き

岐

路

細
川
忠
雄

２
月
23
～
26
日
愛
知
ブ
ナ
の
木
・
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
山
ス
キ
ー
部
会
合
同
の

網
張
三
ツ
石
・
犬
倉
&
森
吉
山
山
ス
キ
ー
を
15
名
の
参
加
で
行
い
ま
し
た
。

23
日
三
ツ
石
山
山
ス
キ
ー
は
強
風
と
ガ
ス
で
大
松
倉
山
で
撤
退
し
、
網
張

ス
キ
ー
場
と
小
松
倉
の
間
森
林
を
ス
リ
ー
ラ
ン
滑
走
。
24
日
犬
倉
山
は
晴
天

で
犬
倉
頂
上
か
ら
岩
手
山
に
向
か
っ
て
の
滑
走
。
登
り
返
し
し
て
二
度
は

北
側
斜
面
を
滑
走
し
て
下
山
。
森
吉
阿
仁
に
移
動
。

25
・
26
日
は
二
日
間
と
も
ガ
ス
と
強
風
で
森
吉

山
山
ス
キ
ー
は
中
止
。
ゲ
レ
ン
デ
脇
の
パ
ウ
ダ
ー
、

リ
フ
ト
・
ゴ
ン
ド
ラ
の
下
パ
ウ
ダ
ー
。
森
林
の
パ

ウ
ダ
ー
と
パ
ウ
ダ
ー
三
昧
。
今
年
の
樹
氷
は
小
さ

か
っ
た
の
で
す
が
晴
れ
間
を
見
て
の
鑑
賞
で
し
た
。

感

想

皆
さ
ん
、
最
高
の
４
日
間
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

東
北
の
須
藤
さ
ん
、
斎
藤
さ
ん
、
日
出
さ
ん
、
マ
キ
さ
ん
色
々
細
や
か
な
心
遣

い
感
謝
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

お
陰
様
で
、
大
展
望
、
パ
ウ
ダ
ー
ラ
ン
、
歓
談
な
ど
な
ど
楽
し
い
日
々
で
し
た

思
い
出
に
残
る
山
ス
キ
ー
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
ま
た
、
山
毛
欅
の
疎
林
の

パ
ウ
ダ
ー
バ
ー
ン
で
！

定昇額 ベア額 引上額

貨 物 ４１１６ １０００ ５０１６

北海道 ５７３９ １０００ ６７５３

東日本 ６３４７（推定） ５９５７ １２３０４

東 海 ３８８０（推定） １０００ ４８８０

西日本 ６５０３ ３０００ ９５０３

四 国 ２０００

九 州 ４６８３（仕事給） １０００ ７６８３

２０２３春闘回答一覧表

物
価
高
騰
の
波
は
落
ち
着
か
な
い
、
勢
い
を
増
し
て
い
る
。
４
月
に
予
定
さ

れ
る
食
品
の
値
上
げ
は
５
１
０
６
品
目
前
年
度
比
の
４
倍
強
。

「
春
闘
の
賃
上
げ
が
軒
並
み
満
額
回
答
」
と
報
じ
ら
れ
た
。
こ
れ
は
大
手
企

業
の
話
。
し
か
も
連
合
傘
の
組
合
要
求
自
体
が
物
価
に
追
い
つ
か
な
い
低
い
レ

ベ
ル
。
メ
デ
ィ
ア
こ
こ
に
メ
ス
を
入
れ
な
い
。


